
DARWIN Architectureと
Google Prediction API

グループI4

2008MI233 鈴木健太

2008MI214 沢田天馬

1



目次

• DARWIN Architecture

• DARWIN Service Spaceについて

• DARWIN Service link Protocol

• Google Prediction API

• Prediction APIの実装

• 今後の課題

• 参考文献

2



3

AUTOSAR

VFB

SOAP/REST

DSS(DARWIN Service Space)

AUTOSAR VFB Adapter

AUTOSAR

VFB

SOAP/REST

Maintenance

Service

Information 

Access

Service・・・

ECU SW

Component

ECU SW

Component
・・・

※SW=Software

車外車内

・・・

DARWIN Architecture

‐ECUソフトウェアコンポーネント

サービス/コンポーネントの統合/相互運用性を提供する

‐DSS上にあるAUTOSAR VFB Adapter

‐サービスリンクプロトコル（後で詳細を参照）

DARWIN Platform

SPM

SIE Service Process
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DSS(DARWIN Service Space)

・ DSSに求められる課題

重要な機能

自動車アプリケーション用の高安全性、信頼性、リアルタイムのパフォーマンス
の要件を満たしている分散オブジェクト技術でないといけない

ちなみにJavaspacesやCORBAなどの既存の技術では満たされていない

1,クラウドベースのDSSサーバ

・実際の車と車外サービス
相互作用のカプセル化

・ECUソフトウェアコンポーネントと
他のソフトウェアコンポーネントや
車内外サービスとの連携

2,AUTOSARVFBのサポート

・事前の優先順位の割り当て

3, QoS管理メカニズム

サービスの呼び出し（コール）
お知らせ（通知）

凡例

車外クラウドサービス

DARWIN Cloud Service Center 

クラウドと実車間の同期

DSSサーバ

VirtualCar#1

(DSS Car#1) VirtualCar#2

(DSS Car#2)
Real Car#2

Real Car#1

DSS Car#1

DSSCar#2

use

use

REST
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DARWIN Service link Protocol

2種類のサービスリンクプロトコルがサポートされている

1,データセンター間および
車両内の通信について

NGTP（Next Generation Telematics

Protocol）のサブセットであり、互換性がある

データ圧縮による高パフォーマンスと
軽量プロトコル

2,データセンターと
車外サービス間の通信について

・リソースはURLで識別される

DARWIN Cloud Service Center

DSSサーバ

VirtualCar#1

(DSS Car#1)VirtualCar#2

(DSS Car#2)

REST

・車内・車外のサービスの管理用の拡張機能
CarID,ServiceID,InterfaceIDを用いる

DSP(Darwin Service Link Protocol)

REST(Representational State 

Transfer)
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DSSサーバ

VirtualCar#1

(DSS Car#1)
VirtualCar#2

(DSS Car#2) Real Car#2

DSS Car#1

DSSCar#2

DSP

http://darwin.jp/api/001/vehicle/{car ID}/services/{service ID}/interfaces/{interface ID}/call

URLのサンプル

Real Car#１

車外クラウドサービス



Google Prediction API
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特徴

English

Googleのクラウド

RESTfulなAPIであり、RESTを用いてやり取りをおこなう

数値データ、非構造化データを扱うことができる

Google App Engineやコマンドラインなど多くのプラットフォームからアクセス可能

Hello

Prediction API

HTTP/REST

HTTP/XML

履歴データ

機械学習アルゴリズム

ユーザ



APIの使い方の流れ
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1, 機械学習に必要な
トレーニングデータを用意する

2, Google Storageに
トレーニングデータをアップロードする

3, Prediction APIのメソッドを
トレーニングデータに対して呼び出す

4, モデル構築

5, Predictionクエリを送ると
最適な予測結果が返ってくる

Googleの
機械学習アルゴリズム

学習済みデータ

学習済みデータ

Hello

English



組み込みとの連携の可能性
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Fordの取り組み

自動車の走行の効率化

運転履歴をトレーニングデータとした
Prediction APIの利用

クラウドを利用した大規模な計算処理
豊富なストレージ

予測される目的地
最適なルートの提供いつ・どこで・どれだけ運転したか

次回以降の運転時



Prediction APIの実装 1/4
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Hello Predictionの実装

1, 機械学習に必要な
トレーニングデータを用意する

今回は、Googleが用意してくれている”language_id.txt”を利用

今回のHello Prediction では、スペイン語・フランス語・英語を利用可能

language_id.txtの中身も３か国の言葉が羅列されていた



Prediction APIの実装 2/4

2, Google Storageに
トレーニングデータをアップロードする

先ほどのlanguage_id.txtをアップロード

Google Storageは、コマンドラインやGUIを用いて、様々なデータを保存可能

bucketと呼ばれる自分の領域を作成
・ユニークな名前でなければならない
今回は（kenta08mi233）とした。
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Prediction APIの実装 3/4
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3, Prediction APIのメソッドを
トレーニングデータに対して呼び出す

4,モデル構築

今回はここでつまってしまった。

シェルスクリプトを用いて,storage内のlanguage_id.txtに対してリクエストを送る

trainと呼ばれるもので、予測のためのモデルを構築する

Googleが提供するSample:oauth-train.sh



Prediction APIの実装 4/4
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実装ができない考えられる理由

シェルスクリプトがWindows環境では実行できないため、Linuxで行わなくてはならない

サンプルのoauth-train.shの中身がよくわかっていないため、リクエストエラーがでてしまう



今後の課題

• Prediction APIの実装をやり遂げること

• 車とクラウドという狭い範囲でなく、組み込み
とクラウドというもう少し広い範囲で課題を探
していく
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